


市報とおかまち『だんだん』平成20年3月10日号3 市報とおかまち『だんだん』平成20年3月10日号 2

に
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
陸
側
か
ら
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
と
太
平
洋
側
か
ら
の
太
平
洋
プ
レ

ー
ト
の
圧
力
が
せ
め
ぎ
合
い
、
地
盤
に
ひ

ず
み
が
生
じ
て
い
る
新
潟
―
神
戸
歪

ひ
ず
み

集
中

帯
も
ほ
ぼ
県
内
を
カ
バ
ー
し
て
い
て
、
新

潟
県
は
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
と
歪
集
中
帯
が

ち
ょ
う
ど
重
な
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い

ま
す
（
図
１
）。
実
際
、
近
世
以
降
の
大
地

震
の
分
布
を
見
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
こ
の
２

つ
の
エ
リ
ア
内
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
新
潟
県
は
、

①
古
い
時
代
か
ら
の
複
雑
な
地
質
構
造
②

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
有
名
な
糸

魚
川
―
静
岡
構
造
線
が
西
縁
で
、
新
発
田

―
小
出
構
造
線
な
ど
を
経
て
太
平
洋
に
抜

け
る
ラ
イ
ン
が
東
の
縁
に
あ
た
る
地
域
一

帯
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
１
、
５
０
０
万

年
以
上
前
に
日
本
海
が
拡
大
し
て
日
本
列

島
が
曲
が
り
、
そ
の
と
き
に
で
き
た
折
れ

曲
が
り
部
分
に
あ
た
り
ま
す
。
古
い
岩
盤

に
で
き
た
「
溝
」
の
上
に
新
し
い
時
代
の

た
い
積
物
が
詰
ま
っ
て
い
る
構
造
に
な
っ

て
お
り
、
新
潟
県
の
ほ
ぼ
全
域
が
こ
の
中

②
河
川
流
路
跡

瀬
替
え
な
ど
が
液
状
化
を
引
き
起
こ
し

や
す
い
（
中
越
沖
地
震
で
も
発
生
）

③
強
い
地
震
動
を
直
接
受
け
た

前
述
の
激
震
ゾ
ー
ン
な
ど
で
、
地
盤
の

要
因
を
超
え
て
い
る

十
日
町
市
に
あ
て
は
め
る
と
、
直
下
型

地
震
が
起
き
た
場
合
①
と
③
が
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
す
危
険
性
が
高
く
、
教
訓
と

す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
斜
面
崩
壊
や
地
滑

り
に
よ
る
「
集
落
の
孤
立
」「
河
川
の
せ
き

止
め
」
な
ど
に
も
、
対
策
を
構
じ
て
お
く

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

十
日
町
市
周
辺
の
河
岸
段
丘
は
、
お
お

ま
か
に
川
西
面
が
約
５
万
年
前
、
十
日
町

面
が
約
５
、
０
０
０
年
前
に
そ
れ
ぞ
れ
形

成
さ
れ
た
も
の
で
、
基
盤
の
隆
起
と
信
濃

川
が
蛇
行
し
な
が
ら
侵
食
を
繰
り
返
し
た

こ
と
に
よ
り
生
ま
れ
ま
し
た
。
川
の
東
西

と
も
、
平
た
ん
部
と
丘
陵
と
の
境
に
、
南

北
に
走
る
活
断
層
が
あ
り
ま
す
。

段
丘
面
の
変
動
量
の
違
い
か
ら
、
中

里
・
津
南
、
十
日
町
・
川
西
、
山
本
山
、

小
千
谷
な
ど
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
最
近
の
５
、
０
０
０
年
程
度
は
、

山
本
山
ブ
ロ
ッ
ク
の
隆
起
が
活
発
で
、
信

濃
川
が
大
き
く
東
に
蛇
行
し
、
川
口
町
で

魚
野
川
と
合
流
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め

で
す
。
こ
こ
が
、
中
越
地
震
の
活
動
範
囲

の
南
限
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

�

図１ フォッサマグナと新潟─神戸歪集中帯

特集

日
本
海
形
成
以
降
の
ひ
ず
み
③
最
近
の
ひ

ず
み
の
３
つ
の
要
素
が
重
な
っ
て
い
る
の

で
、
地
震
活
動
が
多
い
地
域
だ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

中
越
地
震
は
、
大
き
な
余
震
が
長
く
続

い
た
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
は
、

小
千
谷
市
と
川
口
町
に
か
け
て
の
東
山
丘

陵
が
隆
起
し
て
地
震
を
引
き
起
こ
し
た
際
、

大
き
く
分
け
て
３
つ
の
断
層
が
動
い
た
こ

と
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。
阪
神
大
震
災

な
ど
１
つ
の
断
層
の
破
壊
に
よ
る
も
の
と

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点
で
す
。

ま
た
、
必
ず
し
も
震
源
の
真
上
が
最
も

被
害
が
大
き
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
少

し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
激
震
ゾ
ー
ン
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
褶
し
ゅ
う

曲
き
ょ
く

地
形
に
大
き

な
か
か
わ
り
が
あ
り
、
隆
起
し
た
と
こ
ろ

で
は
な
く
、
そ
の
肩
に
当
た
る
部
分
に
活

断
層
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
地
震
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
そ
こ
に
突
出
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
（
図
２
）。
十
日
町
市
に
置
き

換
え
る
と
、
頸
城
丘
陵
が
隆
起
す
る
と
川

西
や
十
日
町
地
域
が
激
震
ゾ
ー
ン
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
建
物
被
害
が
大
き
か
っ
た
と

こ
ろ
を
大
別
す
る
と
、
次
の
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
河
岸
段
丘
面
上
の
扇
状
地
地
形

山
す
そ
か
ら
の
泥
質
の
た
い
積
物
が
多

い
と
被
害
が
大
き
い
（
図
３
）

図２ 震源と激震ゾーンの関係図３ 段丘地形と建物被害

冒
頭
田
口
市
長
は
、「
記
録
集
『
あ
し
た

へ
』
は
、
市
民
編
集
委
員
な
ど
多
く
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
ほ
か
の
地
域
や
次

世
代
に
語
り
継
ぐ
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

県
内
外
か
ら
多
数
の
購
入
申
し
込
み
が
あ

り
ま
す
。
多
く
の
人
か
ら
目
を
通
し
て
も

ら
い
、
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と

が
発
行
の
目
的
な
の
で
、
あ
り
が
た
い
。

講
演
も
地
域
の
防
災
活
動
に
生
か
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

経
験
・
知
恵
を
生
か
そ
う

ま
た
、
市
民
編
集
委
員
会
委
員
長
の
森

本
忠
彦
さ
ん
は
、
ま
と
め
の
あ
い
さ
つ
の

中
で
、
「
記
録
集
は
、
地
震
の
と
き
に
地

域
・
市
民
は
ど
う
考
え
ど
う
行
動
し
た
の

か
を
ま
と
め
た
も
の
。
わ
れ
わ
れ
は
地
球

規
模
の
大
地
の
営
み
の
上
で
生
活
し
て
い

る
以
上
、
地
震
は
当
た
り
前
に
起
き
る
こ

と
と
認
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
と
き
に
、
大
震
災
の
経
験
・
わ

れ
わ
れ
の
知
恵
が
ど
う
生
か
せ
る
の
か
が

問
わ
れ
ま
す
。
と
も
に
市
民
と
し
て
、
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
結
び
ま
し
た
。

近
世
以
降
の
新
潟
県
内
の
大
地
震
発
生

分
布
を
見
て
み
る
と
、
新
潟
市
西
部
と
上

越
市
周
辺
、
そ
れ
に
十
日
町
市
を
含
む
魚

沼
南
部
が
空
白
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
だ
か
ら
次
は
十
日
町
だ
！
」
と
い
う

論
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
あ
く
ま
で
も
数

千
年
単
位
と
い
う
地
盤
の
動
き
の
中
の
こ

と
で
す
の
で
、
そ
う
短
絡
的
に
考
え
る
必

要
は
な
い
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ
、
宮
城
県

沖
地
震
な
ど
は
今
後
30
年
間
の
発
生
確
率

は
90
％
を
超
え
て
お
り
、
数
％
の
十
日
町

は
、
調
査
の
結
果
と
し
て
数
字
が
上
が
っ

て
い
る
程
度
で
、
日
本
列
島
全
体
が
同
じ

レ
ベ
ル
で
危
険
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
元
の
地
形
や
地

質
に
関
心
を
持
っ
て
、
直
下
型
地
震
に
備

え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

10
月
23
日
は
、
こ
の
地
域
に
と
っ
て
特

別
な
日
で
す
。
こ
の
日
を
防
災
教
育
の
日

に
し
て
、
市
内
の
全
小
学
生
に
震
災
の
体

験
、
災
害
へ
の
備
え
を
伝
え
て
い
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
す

る
必
要
は
な
く
、
朝
礼
や
１
校
時
だ
け
な

ど
、
短
く
、
地
域
の
身
近
な
人
が
伝
え
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

地
元
の
災
害
に
備
え
る
だ
け
で
な
く
、

「
災
害
国
日
本
」
の
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
万

一
の
場
合
に
対
応
で
き
る
災
害
知
識
を
持

つ
「
十
日
町
っ
子
」
が
育
つ
こ
と
が
、
地

域
の
た
め
に
も
日
本
の
た
め
に
も
な
る
と

思
い
ま
す
。

新
潟
大
学
災
害
復
興
科
学
セ
ン
タ
ー
准
教
授
・
理
学
博
士

卜う
ら

部べ

厚あ
つ

志し

氏

な
ぜ
新
潟
に
地
震
が
起
き
る
の
か

〜

ど
う
し
て
河
岸
段
丘
は
で
き
た
の
か

〜

中越大震災十日町市記録集「あしたへ」発行記念講演会「なぜ新潟に地震

が起きるのか～どうして河岸段丘はできたのか～」が２月23日G、千手中

央コミュニティセンターで開催されました。

会場を埋めた約200人の参加者は、最新の調査・研究の成果をスクリーン

に映し出す新潟大学災害復興科学センターの卜部厚志准教授の講演に聴き入

りました。特に、直下型地震と被害発生のメカニズムや、十日町地域の河岸

段丘と活断層の関係など、具体的な災害想定の話には熱心にメモをとる人の

姿も見られました。

講演会の主な内容を紹介します。

新
潟
県
に
２
つ
の
ひ
ず
み

震
源
と
被
害
の
関
係

河
岸
段
丘
の
ヒ
ミ
ツ

10
・
23
を
防
災
教
育
の
日
に
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スキー王国�十日町Zスキー王国�十日町Z
丸 山 智 恵

（日本大学　吉田中出）

〈クロスカントリー〉 ▼少年女子５㎞クラシ

カル＝①本山育未（小出高２年　松之山中出）

③宮尾彩子（十日町総合高２年）⑥小林祐佳

（十日町高３年）▼成年女子Ａ５㎞クラシカル

＝②丸山智恵（日本大３年　吉田中出）⑦小

林美貴（日本大２年　下条中出）▼成年男子

Ａ10㎞クラシカル ＝⑦井川純一（日本大４

年　下条中出）▼成年男子Ｃ５㎞クラシカ

ル＝③高橋哲成（津南中教）⑦佐藤昭則（十

日町消防署）▼女子４×５㎞リレー＝①新潟

（１走：宮尾彩子、２走：本山育未、３走：

丸山智恵）▼少年男子４×10㎞リレー

＝①新潟（１走：緒方恭介（十日町総合高２

年））▼成年男子４×10㎞リレー＝②新潟（２

走：井川純一、３走：村山草太（日本大１年

松之山中出））

〈アルペン〉▼成年男子Ｃジャイアントスラ

ローム＝⑦後藤伸昭（ホンマ科学㈱）

【第63回国民体育大会
冬季大会スキー競技会】

※入賞者（８位以内）、○の中の数字は順位

本 山 育 未
（小出高校　松之山中出）

成年女子Ａ５㎞
クラシカル準優勝

少年女子５㎞
クラシカル優勝

２月19日Cから22日Fにかけて、第63回国民体育大会冬季大会スキー競技会が長野県野沢温泉村で開催さ

れました。選手たちの活躍をお知らせします。（敬称略）

個人競技では、本山育未選手（小出高２年　松之山中出）が少

年女子５㎞クラシカルで見事優勝し、インターハイに続き今季２

度目の全国制覇を成し遂げました。また、成年女子Ａ５㎞クラシ

カルで、丸山智恵選手（日本大３年　吉田中出）が準優勝に輝き

ました。

女子４×５㎞リレーでは、１走に宮尾彩子選手（十日町総合高

２年）、２走に本山選手、３走に丸山選手が出場し、見事優勝。新

潟県女子チーム３連覇に大きく貢献しました。さらに、１走とし

て緒方恭介選手（十日町総合高２年）が活躍した少年男子４×５

㎞リレーでも、新潟県チームが秋田県とのアンカー勝負を制し、

見事３連覇を成し遂げました。また、成年男子４×10㎞リレーで

も十日町勢が大活躍。２走の井川純一選手（日本大４年　下条中

出）、３走の村山草太選手（日本大１年　松之山中出）をはじめ、

１走の中島有基選手（高田自衛隊）、４走の片桐康太選手（同）も市

内出身というメンバーで臨み、見事準優勝を果たしました。

新
潟
県

女子４×５㎞
リレー優勝

新
潟
県

成年男子４×10㎞
リレー準優勝

新
潟
県

２走：井 川 純 一
（日本大学　下条中出）

３走：村 山 草 太
（日本大学　松之山中出）

１走：緒 方 恭 介
（十日町総合高校）

少年男子４×10㎞
リレー優勝

１走：宮 尾 彩 子
（十日町総合高校）

２走：本 山 育 未
３走：丸 山 智 恵

新潟県女子
リレーチーム
左から横山寿美子選
手（セコム上信越㈱）、
丸山選手、本山選手、
宮尾選手

新潟県少年男子
リレーチーム
左から緒方選手、小
山内優太選手（新井
高３年）、櫻井剛選手
（小出高１年）、櫻井
毅選手（小出高３年）

新潟県成年男子
リレーチーム
左から村山選手、井
川選手、中島選手、
片桐選手

その２

長野かがやき国体で十日町勢が大活躍！

冬
季
各
種
全
国
大
会
＆
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リン
ピ
ッ
ク
ス
に
出
場
す
る
選
手
を
紹
介
し
ま
す！！

２
月
25
日
B
に
市
役
所
本
庁
で
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
壮
行
会
が
、
29
日
F
に
十
日

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
冬
季
各
種
全
国
大
会
壮

行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
大
会
の
出
場
選

手
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
第
４
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
冬

季
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
・
山
形
大
会
】（
３
月
７

日
f
〜
９
日
a
山
形
県
山
形
市
）

▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
‥
山
岸
一
麦
（
小
出
養

護
学
校
高
等
部
　
松
代
中
出
）、
福
島
信
介
（
十

日
町
中
）
▼
ア
ル
ペ
ン
‥
村
越
裕
太
郎
（
小
出

養
護
学
校
高
等
部
　
川
西
中
出
）

【
平
成
19
年
度
文
部
科
学
大
臣
旗
争
奪
は
ま
な
す

杯
第
２
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会
】（
３

月
28
日
f
〜
30
日
a
北
海
道
北
広
島
市
）

中
條
美
月
、
春
日
数
紗
、
田
辺
沙
季
（
以
上
吉

田
空
手
教
室
）

【
Ｊ
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０

０
８
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
】

（
３
月
11
日
c
〜
14
日
f
妙
高
市
）

▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

‥
富
井
宣
哲
、
青
木
桃

子
、
太
島
悠
介
、
村
山
奈
穂
（
以
上
十
日
町
中
）、

遠
田
泰
、
遠
藤
夏
樹
、
福
崎
大
輔
（
以
上
南
中
）、

小
林
洋
介
、
長
谷
川
悠
、
水
落
栞
（
以
上
下
条

中
）、
太
田
祐
貴
、
春
日
勇
輝
、
春
日
大
、
酒
井

正
善
、
吉
澤
悟
、
齋
木
麻
利
奈
、
水
落
さ
や
か
、

岩
澤
実
里
、
大
熊
鈴
香
、
高
橋
楓
、
春
日
愛
由

実
、
太
田
光
哉
、
酒
井
浩
章
（
以
上
吉
田
中
）、

鈴
木
健
太
、
太
島
涼
介
（
以
上
中
里
中
）、
小
林

大
樹
、
樋
口
真
央
（
以
上
川
西
中
）
、
山
岸
慎

悟
、
南
雲
紘
海
（
以
上
松
之
山
中
）

市消防団では、団を充実強化するとともに地域コミュ

ニティの結びつきを深め、安全・安心のまちづくりを推

進するために20年５月１日付けで女性消防団員を募集

します。

●募集人員＝10人程度

●応募資格＝市内に居住または勤務する18歳以上50歳

未満の健康な女性

●応募締切＝４月10日e

●活動内容＝①各種行事への参加（消防演習、防災訓練、

出初式など）②防火指導（高齢者宅訪問・防火広報・

火災予防運動参加）など③救急講習の普及活動

●待遇＝①報酬：年間一定額の報酬、出動ごとに費用弁

償②福利厚生：制服・制帽などの貸与、公務災害補償

制度、福祉共済制度、互助事業制度、退職報償金支給

制度（勤続５年以上）など

●申込み・問合せ＝十日町市女性消防団員入団申込書

（消防本部・各分署・分遣所に配置）に必要事項を記

入して提出※予定人員に達した場合は締め切り　　

〒948-0036 十日町市北新田１-10

十日町地域消防本部総務課消防団係

1757-1556（内線224） FAX757-8499

女
性
消
防
団
を
募
集
し
ま
す
！

消
防
団
の
活
躍
と
、
地
域
住
民
の
助
け
合
い
の
大

切
さ
を
描
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
十
日
町
市
公
演
。

（
消
防
庁
、
新
潟
県
、
十
日
町
市
ほ
か
後
援
）

■
日
　
時

４
月
２
日
d

午
後
６
時
30
分
〜

■
会
　
場

ク
ロ
ス
10
大
ホ
ー
ル
（
本
町
６
）

■
主
　
催

劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん

■
入
場
料

前
売
一
般
３
、
５
０
０
円

（
当
日
４
、
０
０
０
円
）
全
席
自
由

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

ク
ロ
ス
10

■
問
合
せ

劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん

1
０
１
２
０
│
０
５
７
│
７
６
１

風神平女性消防団

地
震
カ
ミ
ナ
リ
火
事
オ
ヤ
ジ
―
十
日
町
市
公
演
―

消
防
団
を
描
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
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■問合せ　総合政策課自治振興係（1757-3193） 十日町地域の各公民館　各支所地域振興課自治振興係

川西地域協議会では、十日町市総合計画前期基本計

画に挙げている「川西地域振興プロジェクト」を実現

するため、地域振興基金を活用した振興計画づくりに

取り組んでいます。

協議会では、各地区をはじめ各種団体などの皆さん

からの聞き取り調査やワークショップを行い、地域の

かかえる問題を整理し、地域づくりの課題を解決する

ために、地域の資源を生かし、地域全体の力を結集し

た「産業おこし」「人おこし」「地区おこし」の３つの

まちづくりの目標を設定しました。

そして、まちづくりの目標を達成するための方針と、

具体的な取り組み方法を協議し、多様な課題に横断的

に対応するための施策推進方策を策定しています。施

策推進方策では、具体的取り組みを「重点プロジェク

ト」、「まちづくり支援」、「行政施策」の３つに仕分け

しました。その中の重点プロジェクトでは、４地区で

取り組む地区別プロジェクトと、川西地域全体で取り

組むテーマ別プロジェクトに整理をしています。

協議会では、２月に４地区に出向き、振興計画の全

体像の説明と地区別プロジェクトについて意見を聞く

出前ワークショップを開催しました。仙田地区のワー

クショップでは、「直売所楽々市場の機能充実が急務

である」などの意見が出されました。

３月中旬には、テーマ別プロジェクトについて、意

見を聞くワークショップを開催する予定です。

川西地域協議会

下条地域協議会では、設立当初から地区振興会と一

体となった活動を進めています。情報を共有するため

に、会議は合同で開催しています。制度や組織の違い

により協議会委員と振興会常任委員を兼務する人が

19人、協議会委員単独が６人、振興会常任委員単独が

21人、合計46人で構成された会議になります。会長

は下条地区振興会長の生越誠一さん、副会長は東下組

地区振興会長の水落巻冶さんが兼務し、組織の一体化

を図るようにしています。

１月28日bに開催された第４回の合同会議では、

中山間地高齢化集落（限界集落）について、市が実施

したアンケート調査の結果説明を受けながら協議しま

した。下条地区には28の行政区がありますが、その

内１集落が高齢化集落、５集落が準高齢化集落です。

地区だけで解決できる取り組みではありませんが、東

下組小学校の統廃合とからめて、下条地区全体で真剣

に取り組む必要があります。

下条地区は、市内でも高速通信の整備が遅れている

地区のため、産業や医療関係などにも深刻な問題がで

ています。そこで、Ｂフレッツの仮申込みについて、

振興会や商工会などがいっしょになり独自の運動を進

めた結果、500件を超える申込みがありました。今後

NTTが基盤整備を行い、平成20年度第４四半期には

サービスが提供されることになります。このほか、震

災復興基金を活用した地域振興事業や各種公共事業の

実現のため、地域一体となった取り組みを進めていき

ます。

◆◆◆地区振興会と一体となって地域振興◆◆◆

下条地域協議会

◆◆◆川西の資源を生かし全体の力を結集し、

川西地域振興計画を策定しています◆◆◆

◆◆◆中山間地高齢化集落への取り組み◆◆◆

◆◆◆高速情報化への取り組み◆◆◆

11

仙田地区での出前ワークショップ

第22回

一足早い春を思わせる「ピースtoピース　雪の花」
（千手ほんやら村）

【
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
】

子
ど
も
の
部
　
最
優
秀
賞

「
ス
ポ
ボ
ブ
」（
仙
田
小
学
校
）

赤
谷
十
二
社
と
大
ケ
ヤ
キ
を
か
た
ど
っ
た

雪
像
作
品
「『
契
り
』
神
様
の
言
う
通
り
」

（
キ
ラ
リ
ー
ズ：

雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
一
般
の

部
最
優
秀
賞
）
を
ス
テ
ー
ジ
に
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
か
ら
祝
福
を
受
け
、
永
遠
の

愛
を
誓
っ
た
「
雪
上
結
婚
式
」

（
第
６
回
キ
ラ
リ
☆
あ
い
あ
い
祭
）

青空のもと、17
組が熱戦を繰り

広げた雪上障害
物リレー

３月１日G・２日Aの２日間、川西地域で第22回かわ

にしほんやら雪まつりが開催され、約2,600人の人出で

にぎわいました。

今年は、千手ほんやら村（千手小グラウンド）をメー

ンに９つの会場でそれぞれ趣向を凝らした催しを開催。

橘ほんやら村では２日間にわたり５集落で「茶屋」が開

かれ、訪れた人は雪中宝探しやもちつきなどを楽しみま

した。上野ほんやら村（上野小グラウンド）では、「雪

のわいさこき」や「雪の火まつり」などが盛大に行われ、

仙田ほんやら村（仙田体験交流館）では、キャンドルア

ートなどで幻想的に会場を彩りました。千手ほんやら村

では、紙玉約4,000個を使い、満開の桜の下でランニン

グをする少年野球チームをデザインした「ピースtoピー

ス　雪の花」が掲げられる中、雪上障害物リレーなど楽

しいイベントが行われました。

各地で行われた催しを、写真で紹介します。

ほんやら洞ステージは、雪まつりならでは
（橘地区ほんやら村・野口街道茶屋）

小正月の伝統行事「羽根けぇし」も
定番イベントに。すみを一番付け
られた人が優勝（雪の宴！うえの）
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に
つ
い
て
は
、
十
日
町
農
業
普
及
指
導
セ

ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
十
日
町
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
市
の
農
業
振
興
と
米
や
き
の

こ
な
ど
に
次
ぐ
新
た
な
産
地
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
３
年

間
、
水
田
を
活
用
し
て
園
芸
作
物
な
ど
の

産
地
化
を
目
指
し
た
産
地
づ
く
り
対
策
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ま

で
地
域
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
振
興
作
物

を
今
期
対
策
か
ら
は
統
一
し
て
い
ま
す
。

産
地
づ
く
り
対
策
の
対
象
作
物
は
表
２

の
と
お
り
で
す
。
栽
培
方
法
な
ど
の
詳
細

問合せ 米
の
消
費
量
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
背
景
に
、
米
余
り
に
よ
る
米
価

の
下
落
が
続
い
て
い
ま
す
。
米
価
の
下
落

は
、
農
業
者
の
経
営
を
不
安
定
に
し
、
食

糧
の
生
産
基
盤
を
揺
る
が
す
と
と
も
に
地

域
の
農
業
や
経
済
の
活
力
を
損
な
わ
せ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、

国
は
昨
年
34
万
ト
ン
の
政
府
備
蓄
米
を
買

い
入
れ
る
な
ど
の
米
緊
急
対
策
を
実
施

し
、
全
農
も
18
年
産
う
る
ち
米
10
万
ト
ン

相
当
を
非
主
食
用
に
処
理
す
る
な
ど
、
農

協
グ
ル
ー
プ
と
行
政
が
連
携
し
て
需
給
バ

ラ
ン
ス
の
調
整
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
、
米
政
策
改

革
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の

三
対
策
に
つ
い
て
、
実
態
に
即
し
た
必
要

な
改
善
を
行
い
、
そ
の
着
実
な
推
進
を
図

っ
て
い
く
た
め
の
対
策
が
施
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
容
に
は
、
生
産
調
整
目
標
が

未
達
成
と
な
っ
た
都
道
府
県
や
農
業
者
な

ど
に
対
し
て
、
産
地
づ
く
り
対
策
や
各
種

補
助
事
業
、
融
資
な
ど
に
つ
い
て
、
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
の
農
業
振
興
に
は
、
土
地
改
良
事
業

を
は
じ
め
国
・
県
の
支
援
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
平
成
20
年
産
米
に
つ
い
て
は

産
地
づ
く
り
交
付
金
を
財
源
と
し
て
８
３

５
ト
ン
の
都
道
府
県
間
調
整
に
よ
る
買
い

受
け
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
生

産
調
整
目
標
の
達
成
が
前
提
に
な
り
ま
す
。

米
価
の
安
定
と
有
利
な
農
業
施
策
を
進
め

る
た
め
に
も
、
平
成
20
年
産
米
の
生
産
調

整
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
20
年
産
米
の
国
、
新
潟
県
、
及
び

十
日
町
市
の
需
要
量
情
報
と
面
積
換
算
値

は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

年
産
米
の
生
産
調
整

20
年
産
米
の
生
産
調
整

20

20年産米の需要量情報（表１）

国 数量

数量

面積

数量

面積

新 潟 県

十日町市

注1）都道府県間調整の数量・面積は含まれていません。

20年産米

815万トン

57万1,490トン

106,030ｈａ

3,971ｈａ

（注1）

2万134.52トン

19年産米 前 年 比

△ 13万トン

△ 2万5,010トン
（△4.2％）

－

△ 545.84トン
（△2.6％）

－

産地づくり対策の対象作物（表２）

生
産
者
の
た
め
の

生
産
調
整

産
地
づ
く
り
対
策

農林課農業振興係
1757 - 9922

川西支所農林課農業振興係
1768 - 4954

中里支所農林課農業振興係
1763 - 2510

松代支所農林課農業振興係
1597 - 3560

松之山支所農林課農業振興係
1596 - 3132

平成22年度に国が目指す「米づくりの本来あるべき姿」

への移行に向け、平成19年度から「新たな需給調整システ

ム」が始まりました。これは、主食である米を計画的に生

産し、価格と供給の安定を図るもので、国などが示す米の

消費などの需要量情報に応じて、農業者や農業者団体が主

体的に生産調整に取り組む制度です。平成20年産米の生産

調整の指標となる米の需要量情報と水田を活用した産地づ

くり対策についてお知らせします。

生産調整、産地づくり対策の交付要件など詳細については、本庁または各支所農林課
まで問い合わせてください。

828万トン

59万6,500トン

－

2万680.36トン

－

区　分

土地利用

型作物

園芸作物

（野菜）

（花き）

その他

作　物

作　物　名 品　　　種

大豆

そば

しめ縄加工用青刈り稲

問わない

〃

〃

問わない

〃

〃

〃

〃

夏扇2.3.4号、白羽に限る

くりゆたか、坊ちゃんに限る

中玉トマト、桃太郎、サンチュリー250に限る

梵天丸、千両２号に限る

問わない

問わない

ユリ、ストック、小菊に限る

ユリ球根に限る

問わない

〃

〃

アスパラガス

ほうれん草

さといも

いちご

長いも

長ねぎ

かぼちゃ

トマト

なす

冬菜

花き

切り花

花き球根

まこもたけ

山菜類

タラの芽

テーマ：きっかけづくり

開催日：３月16日a 午後１時30分～午後５時

（１時開場）

会　場：千手中央コミュニティセンター

内　容：

第１部　研修会（午後１時30分～午後４時）

●講演「持続可能な集落を創るには」

講師：寺島義雄さん（㈲ラポール代表取締役）

●事例発表

仙田地区営農委員会、中条四ヶ村生産組合、

儀明劇場協力会、松之山水梨集落

第２部　個別相談会（午後４時15分～午後５時）

※事前申し込みをお願いします。当日も受け付けます

「創ろう！
自分の田舎とおかまち！」
プロジェクト事務局
（十日町市役所　総合政策課内）

1757-3193
E-mail
th-sogo@city.tokamachi.niigata.jp

「
創
ろ
う
！
自
分
の
田
舎
（
ふ
る
さ
と
）
と
お
か
ま
ち
！
」
の
窓
口

に
は
、
集
落
の
維
持
・
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
た

ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
要
望
に
応
え
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
現
在
、
市
内
で
先

進
的
に
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
４
団
体
の
事
例
に
学
び
、
み
ん
な
で

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
　
研
修
会
開
催

※参加を希望する人は、下記へ申し込んでください。



「男女共同参画」と聞くと、皆さん何をイメージしますか？「女性の社会進出」「男性も女性も、何でも

同じようにすること」「女性が強くなること」…いろいろな考えや意見があると思いますが、どちらかとい

うと良いイメージよりも、かかわりたくないと思っている人が少なくないのではないでしょうか。

昨年４月に行った男女共同参画に関する市民意識調査の中では、方針決定の場に女性が少ない理由として

「社会通念上、男性が出るものという意識が強いから」という理由が一番多く、性別による固定的役割分担

意識や社会的慣習が、今だに強く残っていることがうかがえます。これらを取り除き、市民一人ひとりが自

分らしく生きる元気なまちづくりのために、市民と市役所が協働で男女共同参画を推進していきます。

新男女共同参画基本計画「とおかまち男女共同参画推進プラン」

このプランは、男女共同参画推進委員会（市民15人）と、男女共同参画推進部会（市職

員20人）により、市民意識調査の結果と旧十日町市で策定した「とおかまち男女平等プラ

ン」をベースに、合同で検討し作り上げたものです。

計画の目標は「一人ひとりが自分らしく生きる元気なまちづくり」とし、サブタイトルに

も掲げています。意識調査のデータ分析から始めたこの計画は、市民と市（行政）が協働で

作り上げた、まさに総合計画の基本理念を実践したものとなりました。

今なぜ「男女共同参画」なのか

全国的に少子高齢化が進んでいます。若い元気な人が少なく

なると、労働力が減り、地域では行事や共同作業などが維持で

きなくなります。性別や年齢にとらわれていては、地域活動を

維持していくことができなくなってしまうのです。そのため、

これからのまちづくりには、男女がいっしょになって力を合わ

せ、ともに個性や能力を発揮することが求められてきます。

「男だから」「女だから」ではなく、自分らしく生きること

ができる社会、それを目指すのが男女共同参画社会です。
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◆意見の募集期間：～３月25日c（必着）

◆資料の閲覧場所：本庁福祉課・各支所健康福祉課、

公民館、情報館、分庁舎、市ホームページ

◆意見の提出方法：

①郵便　〒948-8501

十日町市千歳町３-３　福祉課福祉計画係

②ＦＡＸ　757-3800

③電子メール　th-fukushi@city.

tokamachi.niigata.jp

◆問合せ：福祉課福祉計画係　1757-9169

この計画は、少子高齢化に伴い大きく変化しつつ

ある地域社会の中で、これからの地域福祉推進のた

めの理念・基本目標を定めたものです。この計画に

ついて、広く市民の皆さんからの意見を募集します。

十日町市地域福祉十日町市地域福祉計画計画（案）の十日町市地域福祉十日町市地域福祉計画計画（案）の十日町市地域福祉計画（案）の
パブリパブリックコメントを募集しますを募集しますパブリパブリックコメントを募集しますを募集しますパブリックコメントを募集します

～　権限移譲のお知らせ　～

申請などの窓口が一部変更になります
県から市町村への事務・権限の移譲により、十日町市では20年４月１日から市民・事業所の皆さんの申請・

届出先が一部変更になります。窓口が県から市へ、提出部数も減る場合がありますので、ご留意ください。

変更になるもの 変　更　内　容 変更前の手続き 変更後の手続き 担当・問合せ

国立公園内の行為

に係る申請

県立自然公園内に

おける申請・届出

鳥獣の保護及び狩
猟の適正化に関す
る法律に係る申請

工場立地法に係る
届出

特定路外駐車場設
置の届出

中里地域にある上信越高原国立公園

特別地域における一定規模以下の工

作物の新築・増改築などの許可のあ

て先が県知事から市長へ変わりまし

た

中里支所を経由して

知事へ許可申請する

（提出書類３部）

松之山支所を経由し

て知事へ許可申請す

る（提出書類３部）

県知事の捕獲許可が

必要な鳥獣がある

県庁産業立地課へ提

出

駐車場法による市へ

の届出およびバリア

フリー新法による県

への届出

中里支所に提出、市長

が審査し許可を行う

（提出書類２部、ただし、

国への届出案件は今ま

でどおり３部必要）

松之山支所に提出、市

長が審査し許可・受理

を行う（書類２部提出）

県レッドデータブック

登載鳥獣を除き、市長

が捕獲許可を行う

市産業振興課（本町分

庁舎）に提出

市建設課へ提出

中里支所

地域振興課

1763-2511

松之山支所

地域振興課

1596-3134

市民生活課

環境政策室

1757-3740

産業振興課

雇用開発室

1757-3139

建設課

都市計画係

1757-3117

松之山地域にある直峰松之山大池県

立自然公園特別地域における一定規

模以下の工作物の新築・増改築など

の許可申請のあて先が県知事から市

長へ変わりました

捕獲許可にかかる対象鳥獣の種類が

拡大されました

法律で定める一定規模以上の工場を

新築・増設・変更する場合の届出先

が県本庁から市役所に変わりました

都市計画区域内において一般公共の

用に供する500㎡以上の有料駐車場

を設置しようとする場合、市への届

出のほかバリアフリー新法により県

にも届出が必要になりますが、十日

町市の場合は市への一括届出で済み

ます

男女共同参画基本計画試案の諮問を受け、
審議結果を市長に答申する金子委員長

５つの基本目標で構成

基本目標Ⅰ：人権を尊重した男女平等の意識づくり

基本目標Ⅱ：仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の

とれたまちづくり

基本目標Ⅲ：男女が共に参画する活力あるまちづくり

基本目標Ⅳ：生涯にわたる心身の健康づくり

基本目標Ⅴ：市民と市役所の協働による総合的推進

さらに、基本目標の下に13の重点目標、38の施策及び42の目標

指標を設定し、これから策定される実施計画と併せて具体的な事業

を展開します。

問合せ　総合政策課自治振興係　1757 - 3193（内線235）

計画の内容は市のホームページをご覧ください　http://www.city.tokamachi.niigata.jp/

〈男女共同参画イメージキャラクター〉

モコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコモコ ピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコピコ
ポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコポコ
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対象となる人

①75歳以上の人（全員）…新制度への移行手続きは不要です。ただし、社会保険から移行する人は、社会保

険の脱退手続きが必要な場合があります。

●後期高齢者医療制度への加入時期

・平成20年３月末現在75歳以上の人：制度が開始される平成20年４月１日から加入

・平成20年４月以降に75歳になる人：75歳の誕生日から加入　　

②一定の障がいがある65歳以上75歳未満の人（加入を希望する人のみ）

【加入を希望する場合】

・現在、老人保健制度に加入している人：申請不要

・制度開始後（４月以降）に一定の障がいになった人：申請必要

【加入を希望しない場合】

・現在、老人保健制度に加入している人：申請必要

●一定の障がいに該当する人（該当基準は、現行の老人保健制度と同様）

身体障害者手帳の障がいの等級が「１級から３級」と「４級の一部」に該当の人

Ｑ．後期高齢者医療制度って、だれが対象になるの？

Ｑ．保険証は新しくなるのですか？

後期高齢者医療制度の対象となる人には、市から新しい保険証が１人に１枚交付されます（交付申請手続きは

不要）。また、４月以降に75歳になる人には、誕生日前日までに送付されます。４月１日から医療機関にかかる

ときは、新しい保険証を窓口に提示してください。

●保険証の有効期間について

毎年７月31日までの１年ごとの更新となります。ただし、平成20年度の制度開始時だけは、保険証の有

効期間は４月１日～７月31日までとなります。

シリーズ №8 制度のポイント

「後期高齢者医療制度」 介護国保課
国保係

1757-3735

問合せ
平成20年

4月から

Ｑ．医療機関窓口での自己負担や給付内容は変わりますか？

【医療機関窓口での自己負担】

医療機関窓口での自己負担は、現在の老人保健制度と変わらず、１割負担(現役並み所得者は３割負担)です。

●「現役並み所得者」とは…（平成20年８月１日からの判定基準）

同じ世帯の後期高齢者医療制度の加入者に、住民税の課税所得が145万円以上の人がいる場合です。ただ

し、下記に該当する人は申請により１割になります。

①加入者が１人の世帯…収入が383万円未満の場合

②加入者が複数の世帯…加入者の収入合計が520万円未満の場合

※平成20年７月31日までは、老人保健制度と同様の判定基準となります。

【給付内容】

高額療養費の支給や給付内容は、老人保健制度と同様です。

各種申請手続きは、市の窓口で行います。

Ｑ．保険料の計算方法と納付方法はどうするの？

保険料額は、加入者の前年中の所得などに応じて個人単位で計算されます。１人当たりの保険料額は、加入者

の所得に応じて決められる「所得割額」と、加入者が均等に負担する「均等割額」との合計額です（１人当たり

の保険料賦課限度額は50万円です）。

※現在加入している国民健康保険や社会保険の保険料負担はなくなります。

【保険料の納付方法】

保険料の納付は、年金からの天引きによる特別徴収が原則です。また、保険料の徴収事務は、市が行います。

①特別徴収（年金天引き）となる人：受給している年金額が年額18万円以上の人。ただし、介護保険料と合

わせた保険料額が年金額の1/2を超えるときは普通徴収となります。

②普通徴収（納付書・口座振替）となる人：特別徴収（年金天引き）以外の人は、納付書や口座振替による

納付となります。

【保険料の通知時期】

保険料の支払方法

特　別　徴　収

（年金天引き）

普　通　徴　収

（納付書・口座振替）

対　象　者

・受給している年金額が年額
18万円以上の人

・介護保険料と合わせた保険
料額が、年金額の1/2を超
えない人

・特別徴収とならない人
・７月…平成20年度の保険料
額と７月～翌年３月まで納
付する保険料額の通知

保険料額の通知時期（平成20年度）

４月と７月（２回）
・４月…４・６・８月に年金天引きされる保険料額の通知
・７月…平成20年度の保険料額と

10・12・2月に年金天引きされる保険料額の通知

７月（１回）
・７月…平成20年度の保険料額と

７月～翌年３月まで納付する保険料額の通知

国
保
に
加
入
す
る
と
き
と
脱
退
す
る
と
き
の
届
け
出
は
、
事
業

所
（
会
社
）
で
は
な
く
各
自
で
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
日
か
ら
は
、
職
場

の
健
康
保
険
証
が
届
く
前
で
も
、
国
民
健
康
保
険
証
は
使
わ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆問合せ　介護国保課国保係　1757-3735 内線166

国
民
健
康
保
険
の

加
入
・
脱
退
の
届
け
出
は

忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い

こんなとき

加
　
　
　
入

脱
　
　
　
退

届け出に必要なもの

職場の健康保険などをやめた 職場の健康保険などをやめた証明書

職場の健康保険などの被扶養者か

らはずれた
被扶養者からはずれた証明書

ほかの市区町村から転入した

子どもが生まれた

ほかの市区町村の転出証明書

保険証、母子健康手帳

職場の健康保険などに入った
国保と職場の健康保険などの両方

の保険証（後者が未交付のときは

加入したことがわかる証明）
職場の健康保険などの被扶養者に

なった

ほかの市区町村に転出する

国保の加入者が死亡した

保険証

保険証、死亡を証明するもの

国
民
健
康
保
険
の

加
入
・
脱
退
の
届
け
出
は

忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

た
の
が
カ
ラ
コ
で
す
。
慣
れ
な
い
作
業
に

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
地
域
の
お
母
さ
ん
の

「
固
め
る
と
き
は
お
湯
で
は
な
く
必
ず
水

を
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
参
加
者
た
ち
は
上
手
に
団
子

を
丸
め
て
い
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
カ

ラ
コ
は
、
わ
ら
で
作
っ
た
「
ワ
ラ
ス
ト
ッ

コ
」
と
い
う
も
の
に
入
れ
、
山
竹
で
作
っ

た
弓
矢
と
い
っ
し
ょ
に
供
え
ま
す
。
以
前

は
苗
代
へ
の
道
や
山
道
の
四
つ
角
、
神
社

の
境
内
な
ど
に
供
え
た
も
の
で
す
が
、
こ

の
日
は
キ
ョ
ロ
ロ
前
の
雪
の
上
に
供
え
、

参
加
者
全
員
で
今
年
一
年

の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
カ
ラ
コ
を
ゆ
で

て
全
員
で
試
食
。
参
加
者

の
一
人
は
、「
初
め
て
の
体

験
で
し
た
が
、
自
分
で
作

っ
た
カ
ラ
コ
は
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
」
と
雪

国
の
伝
統
行
事
と
団
子
の

素
朴
な
味
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

２
月
22
日
f
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
千
年
の
森
ホ
ー
ル
で
、
川
西

中
学
校
（
古
川
正
巳
校
長
）
３
年
生
に
よ

る
「
ま
ち
づ
く
り
の
提
言
発
表
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
２
回
目
と
な
る
こ
の
催
し

は
、
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
取
り

組
ん
で
き
た
３
年
間
の
集
大
成
と
な
る
も

の
で
、
第
１
部
で
は
、
３
人
の
生
徒
が
そ

れ
ぞ
れ
「
雪
ま
つ
り
を
生
か
し
た
十
日
町

市
の
発
展
と
地
域
活
性
化
」
「
健
康
的
な

か
ら
だ
を
つ
く
る
に
は
」
「
緑
の
豊
か
な

十
日
町
市
を
守
る
た
め
に
」
と
題
し
て
個

人
レ
ポ
ー
ト
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒

自
身
が
関
心
・
興
味
を
持
っ
た
課
題
を
資

料
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
、
ほ

か
の
地
域
の
取
り
組
み
と
比
較
し
て
研
究

し
た
り
し
て
作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
は
、
詳

し
い
デ
ー
タ
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て

あ
り
、
大
人
顔
負
け
の
出
来
栄
え
。
第
２

部
で
は
、
６
人
の
生
徒
が
行
政
に
対
し
て

質
問
を
し
ま
し
た
。
内
容
は
「
地
域
振
興
」

「
市
民
生
活
」「
健
康
福
祉
」「
農
業
振
興
」

「
克
雪
維
持
」「
生
涯
学
習
」
と
行
政
全
般

に
及
ん
で
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
川

西
支
所
の
担
当
課
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。

第
３
部
で
は
、
市
内
で
実
際
に
取
り
組
ん

で
い
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
紹
介
。
内
容

の
濃
い
発
表
や
質
問
な
ど
に
、
参
加
し
た

中
学
生
や
保
護
者
、
行
政
関
係
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
代
表
の
生
徒
が
、「
十
日
町
市
の

発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
せ
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
発
表
会

を
ま
と
め
ま
し
た
。

地
域
住
民
と
伝
統
行
事
「
十
二
講
」
を
継
承

キ
ョ
ロ
ロ
来
訪
者
も
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む

２
月
15
日
f
、
川
西
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
（
平
野
綱
一
会
長
）
の
体
力
測
定

会
と
芸
能
発
表
会
が
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
あ
い
に
く
雪
が
降
り
し
き
る
悪
天

候
で
し
た
が
、
約
２
５
０
人
が
参
加
し
、

会
場
は
超
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
の
部
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
小

島
伸
子
さ
ん
を
講
師
に
、
簡

単
な
体
力
測
定
を
し
た
後
、

「『
う
れ
し
い
、
楽
し
い
、
気

持
ち
良
い
』
で
脳
を
活
性
化

さ
せ
、
筋
肉
に
刺
激
を
与
え

ま
し
ょ
う
。
座
っ
た
ま
ま
で

体
を
動
か
し
て
も
効
果
が
あ

る
有
酸
素
運
動
で
血
行
を
良

く
し
て
血
管
の
お
掃
除
を
し

ま
し
ょ
う
」
と
、
い
す
に
座

り
な
が
ら
で
き
る
体
操
に
挑
戦
。
講
師
の

説
明
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
生
き
生
き
と

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

各
地
区
老
人
会
か
ら
出
し
物
の
発
表
が
あ

り
、
大
正
琴
や
カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
と
、
自

慢
の
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
、
楽
し

い
一
日
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

川西地域小学校
親善スキー大会開催

２月11日（建国記念の日）、吉田クロスカ

ントリー競技場で第23回川西地域小学校親

善スキー大会が開かれました。

大会では、４年生以上を対象として、学年

ごとにクロスカントリー競技の個人走とリレ

ーが行われました。選手たちは大きな声援に

励まされ、ゴールを目指して頑張っていまし

た。

応援に駆け付けた６年生の保護者は、「先

生や地域の皆さんおかげで、３年間で見違え

るほど上達しました。成績はともかく、いつ

かこのスキー大会が良い思い出になってくれ

るといいですね」と話していました。

２
月
24
日
a
、
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

で
第
２
回
中
越
学
童
親
善
ア
ル
ペ
ン
ス
キ

ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
学
童
ス
キ
ー
の
普
及
発
展
と
学
童
の

親
善
を
図
る
た
め
、
昨
年
か
ら
同
ス
キ
ー

場
を
会
場
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
大
会
に
は
、
男
女
合
わ
せ
て
１
３
９

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
大
回
転
種
目
の
２

本
制
で
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
強
い
風
と
雪
が
吹
き
付
け
る
と
い

う
悪
天
候
の
中
の
レ
ー
ス
で
し
た
が
、
家

族
な
ど
の
大
き
な
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

選
手
た
ち
は
各
旗
門
を
ス
ピ
ー
ド
に
乗
っ

て
力
強
く
滑
走
し
て
い
ま
し
た
。

力
強
く
滑
走
！

中
越
学
童
ア
ル
ペ
ン
大
会

国際交流員と「英語であそぼう」

２月26日c、松之山保育園で国際交流員の大島範之さ

んによる「英語であそぼう」が開催されました。松之山

地域では、国際理解教育や語学学習、異文化の交流など

を目的に、18年前から国際交流員を招いて国際交流活動

支援事業を実施しています。国際交流員は定期的に保育

園や小・中学校などを訪問し、その季節のテーマを選び

ながらさまざまな活動を行っています。

この日のテーマはバレンタイン。画用紙でハートを作

ってパズルにして遊んだり、ビンゴゲームをしたりと、

簡単な英語を交えながらにぎやかに行われました。大島

さんは、「松之山の子どもたちは元気が良いですね。これ

からも外国の生活文化などを取り入れながら楽しくやっ

ていきた

い」と話

していま

した。

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

川
西
中
学
校
生
徒
が
提
言

２
月
11
日
（
建
国
記
念
の
日
）、
地
域
の

伝
統
行
事
で
も
あ
る
「
山
の
神
様
・
十
二

講
」
が
森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
十
二
講
は
山
仕
事
の
無
事
を
山
神

様
に
祈
る
も
の
で
、
キ
ョ
ロ
ロ
で
は
毎
年
、

き
こ
り
が
山
に
入
っ
て
木
を
切
り
出
す
こ

の
季
節
に
、
松
口
集
落
の
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
地
域
住
民
や
施
設
を
訪
れ
た
人

な
ど
約
50
人
が
参
加
し
、「
カ
ラ
コ
」
と
い

う
団
子
作
り
に
挑
戦
。
米
を
す
り
鉢
で
粉

に
し
て
、
そ
れ
を
水
で
練
っ
て
団
子
に
し
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今日は京ちゃんの２歳のお誕生日です。３人のお
兄ちゃんお姉ちゃんに日々きたえられ、たくましく
育つ京ちゃんは、プロ野球選手を目指して？猛特訓
中です。ピッチャー 京四郎 投げました！

やなぎ　きょうしろうちゃん
平成18年3月10日生まれ　
土市2

柳　京四郎
ちゃん

池田　音羽　
ちゃん

ちょっとはずかしがりやでとっても元気のいい
音ちゃんは、りおんおねえちゃんといっしょにま
まごとやトランプで遊ぶのが大好き。おばあちゃ
んお手製のひな人形を飾って、はいポーズ！

いけだ　おとわちゃん　
平成17年11月15日生まれ　
学校町1

昨
年
、
10
代
と
20
代
の
人
を
中
心

に
麻
し
ん
（
は
し
か
）
が
流
行
し
ま

し
た
。
当
初
東
京
を
は
じ
め
関
東
地

方
で
流
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々

に
全
国
に
広
が
り
、
多
数
の
学
校
が

休
校
に
な
る
な
ど
、
社
会
的
な
問
題

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
主
な
原
因
と
し
て
、
10
代
と

20
代
の
人
の
中
に
麻
し
ん
の
予
防
接

種
を
受
け
て
い
な
い
人
が
い
る
こ
と
、

ま
た
予
防
接
種
を
受
け
た
人
で
も
時

間
の
経
過
と
と
も
に
免
疫
が
落
ち
感

染
し
や
す
い
人
が
増
え
た
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら
は
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
二
回
接

種
を
小
学
校
就
学
ま
で
に
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
免
疫
の
持
続
効
果
を
高
め

て
い
ま
す
が
、
今
回
新
た
に
麻
し
ん

と
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
各
一
回
接
種
で

あ
っ
た
世
代
（
平
成
２
年
４
月
２
日

〜
12
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た

人
）
に
対
し
て
、
平
成
20
年
度
〜
24

年
度
の
５
年
間
で
、
中
学
１
年
生
と

高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
と

き
に
２
回
目
の
予
防
接
種
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

【
現
在
の
定
期
予
防
接
種
対
象
者
】

▼
第
一
期
‥
１
歳
以
上
、
２
歳
未
満

の
人

▼
第
二
期
‥
小
学
校
就
学
の
前
年
度

に
あ
る
人

【
新
た
に
加
え
ら
れ
る
定
期
予
防
接

種
対
象
者
】（
５
年
間
限
定
）

▼
第
三
期
‥
中
学
１
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
人

▼
第
四
期
‥
高
校
３
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
人

※
平
成
20
年
度
の
第
三
期
及
び
第
四

期
の
対
象
者
に
は
、
４
月
以
降
に

詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

麻
し
ん（
は
し
か
）の
流
行
に
ご
注
意
を
！

〜

追
加
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

〜

33

問合せ
健康支援課母子保健係
TEL757-9759

我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係1757-3112（内線214）まで

松澤　克也 さん

1984年生

㈱当間高原リゾート ベルナティオ勤務

苦労を楽しさに変えて…　

先月の金子晶子さんからバトンタッチ。

33

去
年
の
夏
か
ら
働
き
始
め
、
最
初
は
レ
ス
ト
ラ
ン

の
サ
ー
ビ
ス
係
を
担
当
し
ま
し
た
。
必
要
に
応
じ
て

お
客
さ
ま
に
お
皿
を
配
っ
た
り
す
る
仕
事
で
す
。
食

べ
る
早
さ
っ
て
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
、
お
客
さ
ま
の

ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。
12
月
か

ら
は
玄
関
で
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
仕
事
に
代
わ

り
ま
し
た
が
、
車
の
流
れ
を
乱
さ
な
い
よ
う
、
事
故

の
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
の
帰

る
と
き
の
笑
顔
を
見
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

夢
は
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
取
る
こ
と
か
な
。
ソ
ム

リ
エ
は
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
だ
け
で
な
く
ぶ
ど
う
の
知

識
や
歴
史
な
ど
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

取
る
の
は
大
変
で
す
が
、
も
し
取
れ
た
ら
、
本
場
フ

ラ
ン
ス
に
行
っ
て
ワ
イ
ン
と
語
学
を
勉
強
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

珠
川
の
大
地
は
、
四
季
折
々
の
景
色
が
表
情
を
変

え
と
て
も
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
も
、

と
き
に
は
リ
ゾ
ー
ト
気
分
を
味
わ
い
に
、
ベ
ル
ナ
テ

ィ
オ
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

●麻しん（はしか）とは？：麻しんウイルスの空気感染または接触感染によって起こります。

感染力が強く、予防接種を受けていないと多くの人がかかる病気です。また、気管支炎、肺

炎、中耳炎、脳炎などの合併症をおこすことがあり、場合によっては（数千人に１人の割合

で）死に至ることもあります。麻しんに対して免疫を持たない人が感染した場合は、10日

間前後の潜伏期を経て発症します。

●症状は？：▼カタル期…３日～５日間、発熱、せき、鼻水など「かぜ」に似た症状が続く。

▼発疹期……一旦熱が下がるが再び高熱が出て、顔、首、全身に発疹が現れ４日

～５日間続く。

▼回復期……発熱はおさまり、発疹は色素沈着を残してなくなる。

●治療は？：対症療法のみで有効な治療薬はありません。

平
成
15
年
の
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
全

面
施
行
に
よ
り
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
及

び
公
共
機
関
を
は
じ
め
、
個
人
店
鋪
か
ら

デ
パ
ー
ト
、
宿
泊
施
設
、
映
画
館
や
レ
ジ

ャ
ー
施
設
な
ど
す
べ
て
の
民
間
施
設
で
も
、

身
体
障
害
者
が
補
助
犬
を
同
伴
す
る
こ
と

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
補
助
犬
の
ユ

ー
ザ
ー
に
は
、補
助
犬
を
清
潔
に
管
理
し
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
義

務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
補
助
犬
に
は
、
視
覚
に
障

害
が
あ
る
人
の
歩
行
を
手
助
け
す
る
盲
導

犬
、
手
や
足
が
不
自
由
な
人
の
た
め
に
物

補
助
犬
同
伴
受
け
入
れ
は
義
務
で
す

を
運
ん
だ
り
着
替
え
を
手
助
け
し
た
り
す

る
介
助
犬
、
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
人
の
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
音
を
聞
き
分
け
伝
え
る

聴
導
犬
が
あ
り
ま
す
。

補
助
犬
同
伴
受
け
入
れ
の
た
め
に
、
特

別
な
設
備
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
待
機
場

所
な
ど
は
、
補
助
犬
の
ユ
ー
ザ
ー
と
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
ほ
か
の
人
か
ら
苦
情
が

あ
っ
た
場
合
は
、
同
法
の
存
在
と
障
害
者

の
社
会
参
加
の
た
め
の
受
け
入
れ
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
、理
解
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

福
祉
課
障
害
福
祉
係

1
７
５
７
―
３
７
８
２

身
体
障
害
者
補
助
犬
に
出
会
っ
た
ら

（
盲
導
犬
・
介
助
犬
・
聴
導
犬
）

○問合せ

◆十日町地域：防災安全課震災復興係1757-3197

◆そのほかの地域：各支所市民生活課

※３月22日gに来庁する場合は、庁舎裏の当
直室に声をかけてください

●対象＝住宅被害が半壊以上

●支給額＝世帯の収入や構成により限度額が

異なります

●申請・実績報告期限＝３月22日g

【県制度】被災者生活再建支援金

●対象＝住宅被害が全壊（半壊の住宅を全部

解体した場合を含む）または大規模半壊

※世帯の収入制限あり

●支給額＝世帯の収入や構成により限度額が

異なります

●申請期限＝３月22日g

●実績報告期限＝５月22日e

【国制度】被災者生活再建支援金
（生活関係経費）

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の

申
請
期
限
に
ご
注
意
を

特
別
な
設
備
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

中越大震災の被災者生活再建支援金支給申

請が済んでいない世帯は、下記の期限までに

申請してください。
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２月29日f、千手中央コミュニティセンターで十日町地

域環境保全型農業シンポジウム（十日町地域振興局農業振興

部主催）が開催され、市内外の農業関係者約100人が参加し

ました。兵庫県豊岡市のコウノトリの郷営農組合組合長畷悦

喜（なわてえつよし）さんによる「コウノトリを育む農業の

取組」と題した講演会や、市内外で環境保全型農業にかかわ

る人たちによるパネルディスカッションが行われました。講

演の中で畷さんは、「環境保全型農業はＪＡも含め集落・地

域全体で取り組むことが大事。生き物の環境が整えられるこ

とで子どもたちも参加する」と紹介し、注目を集めました。

２
月
23
日
g
、
ク
ロ
ス
10
で
「
百
人
一
首
を

楽
し
む
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
文

化
の
一
つ
「
小
倉
百
人
一
首
」
を
世
代
を
超
え

て
継
承
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
、
「
百
人
一
首

〝
万
葉
の
会
〞」（
佐
野
良
吉
会
長
）
の
主
催
で
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
３
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
市
内
外
か
ら
訪

れ
た
幼
児
か
ら
80
歳
を
超
え
る
お
年
寄
り
ま
で

約
90
人
が
参
加
。
年
代
な
ど
に
よ
っ
て
４
人
１

組
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
会
場
内
に
詠よ

み

手
の
声
が
ひ
び
く
中
、
参
加
者
は
真
剣
な
面
持

ち
で
札
を
取
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

環境保全型農業は地域全体で

松之山で温泉学会東日本支部大会開催

百
人
一
首
を
楽
し
も
う
！

は
ぐ
く
み
ま
ち
づ
く
り
活
動
発
表

tokamachi topics

２月28日e、中条中学校で第２回大井田賞授賞式が行わ

れました。大井田賞は、大井田郷の中心である中条・大井田

地区とのきずなを深めようと全国大井田同族会（太江田祐孝

会長）が昨年から創設したもので、中条中学校を対象に地域

や学校生活などで活躍した生徒を顕彰しています。今回表彰

されたのは、スポーツや文化活動で優れた成績を収めた生徒

８人。受賞者代表の佐藤里奈さん（２年）は、「この賞は、受

賞者だけでなく、全校生徒への激励の意味が込められている

と思います。この賞を励みに勉強や部活動を頑張っていきた

い」と気持ちを新たにしていました。

２
月
19
日
c
、
市
役
所
本
庁
で
7
十
日
町
地

区
交
通
安
全
協
会
（
児
玉
昭
一
郎
会
長
）
に
よ

る
交
通
安
全
ラ
ン
ド
セ
ル
・
バ
ン
ド
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
協
会
で
は
30
年
以
上
前
か

ら
市
内
小
学
校
へ
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈

し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
大

き
さ
や
構
造
が
多
様
化
し
て
カ
バ
ー
を
使
用
で

き
な
い
も
の
も
あ
る
た
め
、
今
回
は
ラ
ン
ド
セ

ル
の
ふ
た
に
ゴ
ム
で
巻
き
付
け
る
「
ラ
ン
ド
セ

ル
・
バ
ン
ド
」
を
作
成
し
、
５
２
５
枚
を
寄
贈
。

児
玉
会
長
は
、「
ぜ
ひ
新
１
年
生
に
使
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

生徒の活躍を激励 第２回大井田賞授賞式

新
１
年
生
の
交
通
安
全
を
願
っ
て

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3112内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

３月１日gと２日aの２日間、松之山自然休養村センターで「第２

回温泉学会東日本支部大会（温泉学会主催）」が開催され、学会会員な

ど約70人が参加しました。温泉学会は、温泉に関する知識を広め、

さまざまな立場の人が議論する場。今大会では「ホウ素ホウ酸規制と

温泉排水問題」をテーマにシンポジウムが行われました。講演では、

ホウ素成分の分離技術などを紹介。パネルディスカッションでは、会

場から「温泉排水で実害は？」や「入湯税を処理費に活用できないか」

などの質問が出ていました。パネラーのひとり小野塚賢さん（湯本・

36歳）は、「排出基準の暫定措置期限まで２年。この問題を真剣に研

究し、みんなで考えなければならない」と話していました。

名古屋でも盛況　十日町染織の祭典

２月29日fから３月２日aまでの３日間、名古屋市の愛知県産業

貿易館で「染織の祭典・十日町フェア」（十日町商工会議所主催）が

開催されました。きもののまち十日町をＰＲし、きもの産業の振興に

結び付けようと、昨年８月の東京での開催に続く２回目。今回も、市

内からきもの関係業者など33社が参加し、十日町の振袖や紬絣、訪

問着などの展示販売を行いました。伝統工芸士の渡辺孝一さんによる

機織りの実演披露も催され、織物のまち十日町の雰囲気が漂う会場に

は延べ1,200人が来場。親子で訪れた名古屋市の須山紀子さんは、

「すてきなきものが多く目移りします。娘にもぜひ着せたいです」と、

きものを手に取りながら販売員の説明に関心を寄せていました。

２
月
29
日
f
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
食
を
中
心
と
し
た
規
則
正
し
い
生

活
習
慣
や
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
進
め
る

「
は
ぐ
く
み
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
」
の
活
動
発

表
会
が
行
わ
れ
、
学
校
関
係
者
や
子
を
持
つ
親

な
ど
約
１
５
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
発
表
は
、

３
つ
の
中
学
校
区
と
P
T
A
連
合
会
の
４
団
体

の
代
表
が
、
組
織
づ
く
り
、
意
識
啓
発
な
ど
こ

れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
や
課
題
な
ど
を
報
告
。

そ
れ
ぞ
れ
に
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
一
体
と
な

っ
た
市
民
運
動
と
し
て
の
取
り
組
み
の
大
切
さ

を
訴
え
ま
し
た
。
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３
月
・
４
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま

す
。
証
明
書
の
発
行
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

特
に
、
休
日
の
前
後
や
昼
休
み
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
ほ
か
の

時
間
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
待
ち
時
間
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

３
月
19
日
d
〜
４
月
11
日
f
の
間
、
市

民
係
、
国
民
年
金
係
、
国
保
係
の
窓
口
を

午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。
延
長
時
間

中
は
、
対
応
す
る
職
員
が
少
な
く
な
る
た

め
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４
月
14
日
B
か

ら
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

情
報
館
で
は
、
市
役
所
が
閉
庁
す
る
土
・

日
曜
日
と
祝
日
に
、
市
民
生
活
に
密
着
し

た
４
種
類
の
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
情
報
館
　
１
階
西
側
カ
ウ
ン
タ
ー

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

延
長
窓
口
で
は
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。

出
生
届
、
婚
姻
届
、
死
亡
届
、
離
婚
届
、

戸
籍
・
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
証
明
の
交
付

な
ど

転
入
届
、
転
出
届
、
転
居
届
、
世
帯
主
変

更
届
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付
な
ど

印
鑑
登
録
・
印
鑑
登
録
証
明
発
行

2
住
民
基
本
台
帳
事
務

■
受
付
・
発
行
場
所

■
受
付
時
間

■
発
行
で
き
る
証
明
書
と

発
行
手
数
料

市役所窓口

■
申
請
方
法

市
民
生
活
課
市
民
係

1
７
５
７
│
３
１
１
６

（
内
線
１
５
３
）

問合せ

1
戸
籍
事
務

手
続
き
は
市
役
所
窓
口
と
同
じ
で
す
。

各
申
請
書
を
記
入
の
う
え
、
受
付
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
延
長
の
業
務
内
容

②
戸
籍
の
個
人
事
項
証
明
書
（
抄
本
）

【
一
通
４
５
０
円
】

③
住
民
票
の
写
し
　
　【
一
通
３
０
０
円
】

④
印
鑑
登
録
証
明
書
　【
一
通
３
０
０
円
】

※
印
鑑
登
録
証
明
書
を
申
請
す
る
人
は
、

必
ず
印
鑑
登
録
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
印
鑑
登
録
証
の
提
示
が
な
い
と
発

行
で
き
ま
せ
ん
。

本
庁
の

窓
口
延
長
を
行
い
ま
す

年
度
末
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

届
出
は
お
早
め
に

注　意 出
生
・
死
亡
・
転
入
・
転
出
・
転
居
届
に

伴
う
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
及
び
国

民
年
金
の
各
種
申
請
受
付

出
生
届
、死
亡
届
、転
入
・
転
出
・
転
居
届
に

伴
う
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
申
請
受
付

3
印
鑑
証
明
発
行
事
務

4
自
動
車
臨
時
運
行
許
可
事
務

5
外
国
人
登
録
事
務

6
国
民
年
金
関
係
用
務

7
国
民
健
康
保
険
関
係
用
務

情
報
館
で
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に

証
明
書
発
行
業
務
を
実
施
中

年
度
末
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

届
出
は
お
早
め
に

本
庁
の

窓
口
延
長
を
行
い
ま
す

窓
口
延
長
の
業
務
内
容

今
年
も
就
職
・
転
勤
・
進
学
な
ど
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
転
出
日
・
転
出
先
が
決

ま
っ
た
ら
、
早
め
に
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
民
生
活
課
市
民
係
で

は
こ
の
期
間
、
窓
口
業
務
を
延
長
す
る
ほ
か
、
情
報
館
で
は
年
間
を
通
し
て
土
・
日

曜
日
と
祝
日
に
各
種
証
明
書
の
発
行
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
庁
分
庁
舎
で

も
平
日
に
各
種
証
明
書
の
発
行
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

情
報
館
で
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に

証
明
書
発
行
業
務
を
実
施
中

平成20年5月1日（木）から�
戸籍や住民票などの申請時に�
本人確認を行います�

戸籍法及び住民基本台帳法の改正により、５

月から戸籍や住民票などの交付申請時に本人確

認が必要となります。申請する場合は、免許証

や住基カード（写真付き）などの本人確認書類

をお持ちください。詳細は、後日市報などでお

知らせします。

①
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書
（
謄
本
）

【
一
通
４
５
０
円
】

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
事
務
及

び
住
基
カ
ー
ド
発
行
事
務
（
公
的

個
人
認
証
含
む
）
は
延
長
し
ま
せ

ん
。
旅
券
は
午
後
５
時
、
住
基
カ

ー
ド
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
に
窓

口
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

下
水
道
は
、
河
川
や
農
業
用
水
路
の
水

質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
を
担
う
重
要

な
施
設
で
す
。
こ
の
た
め
、
毎
年
多
額
の

投
資
を
行
い
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ

う
整
備
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
法
で
は
、
下
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
区
域
に
、「
３
年
以
内
に
く
み

取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
の
皆
さ
ん
は

一
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
料
金
を
納
め
て
も
ら
い
ま
す
。
下
水

道
が
整
備
さ
れ
た
ら
速
や
か
に
つ
な
ぎ
替

え
、
浄
化
槽
の
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
管
の
修
理
・
清
掃
や
、
処
理
場
で

汚
水
を
き
れ
い
な
水
に
還
元
す
る
費
用
の

一
部
に
充
て
る
た
め
、
使
用
し
た
水
の
量

に
応
じ
て
下
水
道
使
用
料
金
を
納
め
て
も

ら
い
ま
す
。

使
用
料
金
に
は
、
水
を
た
く
さ
ん
使
う

ほ
ど
割
高
に
な
る
累
進
使
用
料
金
方
式
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
計
画
区
域
に
お
い
て
、
お
お
む

ね
３
年
以
内
に
下
水
道
が
完
備
さ
れ
る
予

定
の
区
域
で
、
道
路
改
良
な
ど
に
伴
い
住

宅
の
新
築
・
改
築
な
ど
を
す
る
人
に
、
市

が
無
償
で
浄
化
槽
を
貸
し
付
け
ま
す
。
浄

化
槽
設
置
工
事
と
排
水
設
備
工
事
は
借
用

す
る
人
の
負
担
と
し
、
下
水
道
と
同
様
の

・
貸

付

利

率
　
２
・
０
％

・
貸
付
限
度
額
　
１
０
０
万
円

・
返

済

期

間
　
60
か
月
（
最
長
）

３
年
以
内
の
接
続
を

下
水
道
使
用
料

下
水
道
接
続
工
事
の
際
の

融
資
制
度

浄
化
槽
貸
付
事
業

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
区
域
の
専
用
住

宅
に
つ
い
て
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
・
維

持
管
理
を
行
う
事
業
で
す
。
下
水
道
計
画

区
域
と
同
様
の
負
担
額
で
水
洗
化
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
下
水
道
と
同
額

の
使
用
料
金
を
納
め
て
も
ら
い
、
浄
化
槽

の
維
持
管
理
は
市
が
行
い
ま
す
。

浄
化
槽
に
は
、
ト
イ
レ
排
水
（
し
尿
）

の
み
を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄
化
槽
と
し

尿
と
生
活
排
水
の
両
方
を
処
理
す
る
合
併

処
理
浄
化
槽
が
あ
り
ま
す
。
河
川
な
ど
の

水
質
汚
濁
は
未
処
理
の
生
活
排
水
が
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。制

度
の
利
用
に
つ
い
て
の
相
談
や
事

業
の
対
象
区
域
な
ど
の
詳
細
は
、
上
下

水
道
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽

整
備
区
域

下
水
道
計
画
区
域

問合せ　上下水道局下水道維持係1757-3115

下水道は、何でも流せるというものではあ

りません。汚水は微生物の働きによってきれ

いになります。微生物が処理できないものは

流さないようにしましょう。また、処理場は

自然や人々の生活環境をよくするための公共

のものです。施設を利用する一人ひとりが注

意しましょう。

◆水洗便所ではトイレットペーパー以外の

紙、異物などを流さないようにしましょう

◆台所では野菜くずやごはんの残り物・食用

廃油などを流さないようにしましょう

浄
化
槽
整
備
事
業

水
環
境
を
き
れ
い
に
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十
日
町
朗
読
サ
ー
ク
ル
で
は
、
目

の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
市
報
を
テ

ー
プ
に
録
音
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
で
テ
ー
プ
の
音
声
を
Ｃ
Ｄ
に
変
換

す
る
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

荻
野
（
1
７
５
７
│
８
８
１
０
）

●
期
日
＝
４
月
29
日（
昭
和
の
日
）●

コ
ー
ス
＝
①
Ａ
コ
ー
ス
（
50
㎞
津
南

町
〜
小
千
谷
市
）
②
Ｂ
コ
ー
ス
（
42

㎞
中
里
〜
小
千
谷
市
）
③
Ｃ
コ
ー
ス

（
25
㎞
川
西
〜
小
千
谷
市
）④
Ｄ
コ
ー

ス
（
23
㎞
津
南
町
〜
十
日
町
市
）
⑤

Ｅ
コ
ー
ス（
15
㎞
十
日
町
市
内
）⑥
Ｆ

コ
ー
ス
（
12
㎞
小
千
谷
市
内
）
●
参

加
費
＝
▼
Ａ
〜
Ｄ
コ
ー
ス
‥
大
人
２
、

０
０
０
円
（
当
日
２
、５
０
０
円
）
・

中
学
生
以
下
１
、
５
０
０
円
（
当
日

１
、
８
０
０
円
）
▼
Ｅ
Ｆ
コ
ー
ス
‥

大
人
１
、０
０
０
円
（
当
日
１
、５
０

０
円
）・
中
学
生
以
下
５
０
０
円（
当

日
８
０
０
円
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
４
月
24
日
e
午
後
５
時
（
郵
送
の

場
合
４
月
18
日
f
）
ま
で
に
総
合
体

育
館
（
1
７
５
２
│
４
３
７
７
）
川

西
総
合
体
育
館
（
1
７
６
８
│
２
１

６
７
）
中
里
公
民
館
（
1
７
６
３
│

２
４
９
３
）

Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
第
７

節
対
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
Ｃ
戦
（
自
由
席
）

に
ご
招
待
し
ま
す
。
●
日
時
＝
４
月

19
日
g
午
後
４
時
試
合
開
始
●
会
場

＝
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
●
応
募
条
件
＝
市
内
在
住
●
募

集
人
数
＝
５
０
０
人
（
応
募
多
数
の

場
合
抽
選
）
●
応
募
方
法
＝
往
復
は

が
き
に
①
４
月
19
日
京
都
戦
②
住
所

③
氏
名
・
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
チ
ケ

ッ
ト
の
希
望
枚
数
（
３
枚
ま
で
）
⑥

後
援
会
資
料
請
求
有
無
を
記
載
※
１

世
帯
に
つ
き
１
通
限
り
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
４
月
11
日
f
（
必
着
）
ま

で
に
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係
（
〒
９
５
０

│
０
９
５
４
新
潟
市
中
央
区
美
咲
町

２
│
１
│
10
1
０
２
５
│
２
８
２
│

０
０
１
１
）

犬
の
散
歩
は
必
ず
リ
ー
ド
を
付
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
降
雪
時
は
ふ
ん

の
放
置
が
大
変
目
立
ち
ま
す
。
見
た

人
に
不
快
感
を
与
え
、
公
衆
衛
生
上

も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
責

任
を
持
っ
て
片
付
け
ま
し
ょ
う
。
●

問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
環
境
政
策
室

生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）

今
号
の
市
報
と
と
も
に
20
年
度
の

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
ま

し
た
。
買
い
物
袋
の
持
参
や
包
装
を

簡
単
に
し
て
も
ら
う
な
ど
ご
み
と
な

る
も
の
を
な
る
べ
く
家
庭
に
持
ち
込

ま
な
い
こ
と
や
、
資
源
と
な
る
も
の

を
こ
ま
め
に
分
別
す
る
こ
と
で
ご
み

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ル
ー

ル
を
守
り
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
環
境

衛
生
課
（
1
７
５
２
│
３
９
２
４
）

４
月
か
ら
、
よ
り
専
門
的
で
効
率

的
な
県
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、

県
税
及
び
福
祉
に
関
す
る
業
務
の
一

部
は
南
魚
沼
地
域
振
興
局
が
担
当
し

ま
す
。
た
だ
し
、
県
税
の
身
近
な
申

請
・
申
告
書
の
受
付
や
相
談
な
ど
の

窓
口
業
務
や
、
母
子
及
び
寡
婦
福
祉

法
に
基
づ
く
貸
付
な
ど
母
子
関
係
の

事
務
、
在
宅
重
度
重
複
障
害
介
護
見

舞
金
な
ど
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
十

日
町
地
域
振
興
局
が
担
当
し
ま
す
。

●
問
合
せ
＝
▼
県
税
に
つ
い
て
‥
南

魚
沼
地
域
振
興
局
十
日
町
収
税
課

（
1
７
５
７
│
５
５
１
３
）
▼
福
祉

に
つ
い
て
‥
十
日
町
地
域
振
興
局
健

康
福
祉
部
（
1
７
５
７
│
２
４
０
０
）

お知らせ・ガイド

４
月
か
ら
県
税
や
福
祉
の

担
当
部
署
が
変
わ
り
ま
す

●地域福祉基金へ＝㈱サクセス（98,400
円）

●情報館へ＝高橋英子（加賀糸屋町）㈱
佐藤新聞店（四日町新田２）南雲仁

（南魚沼市）

●博物館へ＝岩田新一（中条上町）遠藤

宏三郎（田川町）齋木忠雄（宮下町西）

寄付ありがとう寄付ありがとう
●
日
時
＝
３
月
22
日
g
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
情
報
館
●

入
場
料
＝
無
料
●
定
員
＝
先
着
１
０

０
人
●
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
「
５
等
に
な

り
た
い
」「
き
ず
だ
ら
け
の
り
ん
ご
」

「
じ
ご
く
の
そ
う
べ
え
」●
問
合
せ
＝

十
日
町
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
1

７
５
０
│
５
１
０
１
）

●
日
時
＝
４
〜
５
月
の
毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
（
計
９

回
）
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房

館
●
参
加
費
＝
１
回
５
０
０
円
※
き

も
の
一
式
持
参
の
場
合
。
有
料
貸
出

あ
り
●
定
員
＝
10
人
（
当
日
受
付
可
）

●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
1
７
５
２

│
０
１
１
７
）

歯
科
衛
生
士
か
ら
口
腔
ケ
ア
を
学

び
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月
29
日
g
午

後
２
時
〜
●
会
場
＝
身
体
障
害
者
セ

ン
タ
ー
（
塚
原
町
）
●
参
加
費
＝
無

料
●
問
合
せ
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
ま
り
の
里
（
1
７
５
８
│
２

３
２
４
）

自
分
で
打
っ
た
そ
ば
を
食
べ
な
が

ら
交
流
し
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
３

月
23
日
a
午
前
10
時
〜
●
会
場
＝
枯

木
又
地
区
交
流
施
設
の
っ
と
こ
い
●

参
加
費
＝
一
般
２
、
０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
１
、
０
０
０
円
、
幼
児
無

料
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
春
川
（
1

７
５
９
│
２
２
１
６
）

●
日
時
＝
３
月
20
日
（
春
分
の
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
●

会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
●
対
象
＝
小
学

４
年
生
以
上
●
参
加
費
＝
６
０
０
円

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
15
日
g

ま
で
に
加
賀
書
院
（
1
７
５
２
│
２

１
１
４
）

●
募
集
期
間
＝
３
月
11
日
c
〜
24
日

b
※
入
居
資
格
な
ど
の
申
込
み
条
件

の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
克
雪
維
持
課

建
築
住
宅
係
（
内
線
２
７
６
）

20
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
●
募
集
職
種
・
人

数
＝
就
労
継
続
支
援
事
業
支
援
員
１

人
●
応
募
資
格
＝
昭
和
42
年
４
月
１

日
〜
昭
和
57
年
３
月
31
日
に
生
ま
れ

た
人
で
、
自
動
車
普
通
免
許
を
有
し
、

市
内
ま
た
は
津
南
町
に
在
住
（
居
住

予
定
含
む
）
で
通
勤
可
能
な
人
※
社

会
福
祉
主
事
任
用
資
格
ま
た
は
介
護

福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健

福
祉
士
・
保
育
士
・
こ
れ
ら
と
同
等

の
資
格
を
有
す
る
人
優
先
●
給
与
＝

支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
し
ん
給
与
規
定

に
よ
り
支
給
●
面
接
日
＝
３
月
18
日

c
〜
25
日
c
●
問
合
せ
＝
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
ん
し
ん
事
務
局
（
1
７
５
７

│
５
５
１
１
）

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

手
打
ち
そ
ば
の
会

十
日
町
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

春
休
み
子
ど
も
上
映
会

第
21
回
信
濃
川

河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

２月25日届出分まで（敬称略）

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

き
も
の
着
付
け
教
室

▼
ザ
ラ
メ
雪
の
時
期
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
ダ
イ

ア
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
が
ほ
っ
ぺ
に
突
き
刺
さ
る

よ
う
な
凍
て
つ
い
た
朝
は
、
凍
（
し
）
み
渡

り
を
楽
し
め
ま
す
。
雪
原
の
ど
こ
も
か
し
こ

も
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
。
友
だ
ち
を
誘
っ
て
雪

上
野
球
も
楽
し
め
た
し
、
学
校
へ
行
く
に
も

い
つ
も
と
違
っ
た
ル
ー
ト
を
通
っ
た
り
し

て
、
後
で
叱
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
温
暖

化
の
せ
い
か
、
こ
ん
な
春
が
近
づ
い
て
き
た

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
サ
イ
ン
も
体
験
す
る

機
会
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

▼
各
地
域
の
雪
ま
つ
り
が
に
ぎ
わ
い
を
呼
ん

で
い
ま
す
。
各
雪
ま
つ
り
を
め
ぐ
り
、
催
し

を
楽
し
み
な
が
ら
の
、
露
店
の
食
べ
歩
き
も

な
か
な
か
の
醍
醐
味
。
地
域
の
味
自
慢
が
こ

こ
ぞ
と
ば
か
り
に
腕
を

振
る
っ
た
逸
品
は
、
こ

の
季
節
な
ら
で
は
の
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。

▼
以
前
、
母
が
友
人
の
皆
さ
ん
と
地
元
雪
ま

つ
り
の
屋
台
村
に
店
を
出
し
て
い
て
、
私
も

手
伝
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
作
る
の

も
売
る
の
も
楽
し
く
て
、
疲
れ
な
ん
て
吹
っ

飛
ぶ
く
ら
い
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。
今
ま

で
お
客
さ
ん
と
し
て
雪
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で

い
た
人
も
、
一
度
、
気
の
合
う
仲
間
と
い
っ

し
ょ
に
出
店
し
た
り
、
企
画
・
運
営
に
参
加

し
た
り
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
い

つ
も
と
ひ
と
味
違
っ
た
雪
ま
つ
り
に
な
る
は

ず
で
す
。

▼
ふ
と
気
が
付
け
ば
、
も
う
３
月
。
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
ま
も
な
く
１
年
が
経
過
し
ま

す
。
月
日
の
流
れ
が
早
い
と
感
じ
る
の
は
い

つ
も
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
１
年
の
ス
ピ
ー

ド
は
驚
異
的
で
し
た
。
反
省
点
を
振
り
返
り

つ
つ
、
２
年
目
に
向

け
て
気
合
い
を
入
れ

直
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
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現役加入者：「年金加入記録照会票」を返送。
年金受給者：「年金加入記録照会票」・年金証書を六日町社

会保険事務所へ持参。
住所の変更・訂正があった場合や、結婚などで名字が変わった

人は、手持ちの年金手帳を確認し、未届けの場合は急いで変更・
訂正の届出をしてください。

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

口
腔
ケ
ア
研
修
会

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待

ひかり電話への切り替え工事のため、

３月15日g午前８時～午後５時の間、市

役所本庁舎・分庁舎への電話がつながり

にくくなることがあります。緊急の場合

は、臨時電話1757-9049におかけくだ

さい。

●問合せ＝財政課管財係（1757-9914）

市役所本庁舎の電話工事を行います

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

「ねんきん特別便」で加入記録をご確認ください

◆福祉課高齢福祉係　1757-9758問合せ

対象は、世帯全員が市民税非課税の世帯です。申請をしていな
い世帯は、至急申請をしてください。

灯油購入費助成事業の申請は3月31日（月）までです！支
援
セ
ン
タ
ー

あ
ん
し
ん
職
員
募
集

犬
の
散
歩
の
マ
ナ
ー
は

守
り
ま
し
ょ
う

家　　賃（月） 募集戸数 備　考

１戸

１戸

１戸

３戸

１戸

7,900円～13,000円

8,900円～14,600円

21,400円～35,400円

12,000円～19,900円

32,000円～44,800円

S12号室
※条件により単身入居可

K17号室
※条件により単身入居可

505号室

11、17、21号室

5帖1室、3帖1室、DK

6帖1室、3帖1室、DK

8帖1室、6帖1室、DK

6帖1室、4.5帖2室、DK

8帖2室、6帖1室、DK

昭和46年度建築
簡易耐火２階建

間 取 り物　　　　件地　域

黒沢市営住宅

黒沢県営住宅

みのり団地

善宗塚市営住宅

十日町

川　西

松　代

松之山

昭和46年度建築
簡易耐火２階建

平成11年度建築
木造高床３階建

昭和52年度建築
簡易耐火３階建

３号室渋 海 団 地
（特定公共賃貸住宅）

平成８年度建築
木造高床３階建

十
日
町
お
や
こ
劇
場

高
学
年
ス
ピ
ー
チ
＆

遊
ぼ
う
！

（鈴） （五）
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き
ょ
う
り
ゅ
う
の
た
ま
ご
と

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス

このティラノサウルスはお父さんで、たまごを守っています。お母さんはエサを探しに行っています。たまごからは強そうな恐竜が生まれるんだよ！

佐藤秀介さん（２年）

高
跳
び

大会で跳んでいるところをイメージし
ながら彫りました。背面跳びをうまく表
現できました。今年の陸上大会では２位
だったので、来年は１位を取ります！

佐藤　稜さん（５年）

不
思
議
な
世
界

私は虹に座って
います。雲に乗

るのも

いいと思ったけ
ど、虹の橋に乗

るのが小

さいころの夢だ
ったので、自分

の好きな

色の虹に座らせる
ことができて満足

です。

西潟乃野子さん
（５年）

市民の動き

奴
奈
川
小
学
校

33

うまくなりたい
リコーダー

音
楽
交
歓
会
で
発
表
す
る
リ
コ
ー

ダ
ー
の
練
習
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
き
れ
い
な
音
が
出
る
の
で
リ
コ

ー
ダ
ー
は
好
き
で
す
。
交
歓
会
で
は

う
ま
く
吹
け
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

柳
　
菜
々
美
さ
ん
（
４
年
）

幅跳び

大
会
に
出
て
跳
ん
だ
瞬
間
で
す
。
う

ま
く
跳
べ
る
と
気
持
ち
が
い
い
け
ど
、

あ
ま
り
跳
べ
な
い
と
き
は
悔
し
い
で

す
。
顔
や
ラ
イ
ン
を
彫
る
の
が
大
変
だ

っ
た
け
ど
、い
い
作
品
が
で
き
ま
し
た
。

中
條
祐
輝
さ
ん
（
６
年
）

いもをほるぼく

み
ん
な
で
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
を
み

ん
な
で
掘
り
ま
し
た
。
彫
刻
刀
を
使
っ

た
の
は
初
め
て
で
、
楽
し
か
っ
た
け
ど
、

間
違
っ
て
ま
ゆ
げ
を
彫
っ
て
し
ま
っ
て

ま
ゆ
げ
が
な
い
の
が
く
や
し
い
で
す
。

米
持
博
幸
さ
ん
（
３
年
）

■人　口 61,907人（－70） 男 30,310人（－22） 女 31,597人（－48）
■世帯数 19,939世帯（＋5） 2月末現在（ ）は前月からの増減

りょう

しゅうすけ

の の こ

ゆ
う

き

な

な

み

ひ
ろ
ゆ
き
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